
下妻市（しもつまし）

＜行政組織＞

①議会(H14.3.1 現在)

議長 初沢智之 副議長 中山静男

任期 H15.11.20 定数 22 名 現議員数 22 名

党派別 無 18 共産 2 公明 2

②三役(H14.3.1 現在)

長 山中 博 任期 H11.11.21～Ｈ15.11.20

助役 坂入 勉 収入役 吉井 弘

③職員数 （人）

H11 年度 H12 年度 H13 年度
職員数

270 267 271

普通会計 234 一般行政職 203

うち施設関係 43 技能労務職 10

企業職 7職員一人

当たり住民数
134.7

消防職 0

公営事業会計 37 教育職 8

職員構成

(H13.4.1)

合計 271 その他 43

④機構図（H14.3.1 現在）
＜市長＞－＜助役＞－

市 長 公 室―秘書課、企画課

総 務 部―総務課、財政課、税務課

生活福祉部―市民課、保険年金課、福祉事務所、介護保険課、

環境保全課、保健センター

産業経済部―農政課,耕地課、商工観光課

都市建設部―建設課、都市整備課、下水道課、

（下妻東部土地区画整理事務所）

＜収入役＞－出納室

＜水道事業管理者＞－水道事業所

<教育長＞－

教育次長―学校教育課、指導室、生涯学習課、中央公民館

ふるさと博物館、（図書館）

＜議会＞－議会事務局

<行政委員会＞

選挙管理委員会事務局、監査委員事務局、公平委員会事務局、

農業委員会事務局

＜概要＞

①沿革

昭和 29 年 4月 1 日 編入 大宝村 騰波ノ江村

昭和 29 年 6月 1 日 編入 上妻村 総上村 豊加美村

市制施行 高道祖村

②地勢・風土等

東京都心から 60km 圏内の県西南部に位置し、筑波研究

学園都市に隣接しています。

おおむね平坦な地形で、恵まれた水と緑の自然環境や歴

史と文化を生かし、県西地域の中心都市として発展してきま

したが、現在は田園居住の地として、また筑波研究学園都市

に隣接した新たな産業展開の地として、さらに身近な観光・レ

クリエーションの地として注目を集めつつあります。

③人口・世帯数

国勢調査

H2 H7 H12

常住人口

（H14.3.1）

男 16,825 18,180 18,506 18,580

女 16,906 17,935 18,502 18,683
人

口

(人) 合計 33,731 36,115 37,008 37,253

世帯数 9,131 10,532 11,432 11,672

④有権者数（H13.12.2 現在） ⑤老齢人口割合（H12 国勢調査）

男 女 計 老齢人口割合有権者数

（人） 14,158 14,357 28,515 17.6％

＜産業・経済＞

①生産・所得（平成 10 年度）

市町村内総生産 1,513 億円 就業者 1人当たり 7,591 千円

住民所得 964 億円 人口 1 人当たり 2,589 千円

②産業構造 （百万円･人）

区分 総生産額(H10 年度) 就業人口(H12 国調)

第 1 次 3,585 2.4％ 1,616 8.23％

第 2 次 70,642 46.7％ 7,993 40.71％

第 3 次 80,800 53.4％ 9,897 50.41％

総額・総数 151,351 ― 19,632 ―

③農業・工業・商業 （人･百万円）

農家数 農業就業人口
農業粗生産額
(H11.1.1～H11.12.31)農業

（H12.2.1）
2,240 2,524 827（千万円）

事業所数 従業者数
製造品出荷額等
(H11.1.1～H11.12.31)

製造業

(H11.12.31)
136 5,393 145,431

商店数 従業者数
年間販売額

(H10.4.1～H11.3.31)卸・小売業

(H11.7.1)
661 3,790 99,135

④特産物

梨、豚肉加工品

地域指定 一部事務組合加入事業 公営企業<住所>304-8501 下妻市大字本城町 2-22

<Tel> 0296-43-2111 <Fax> 0296-43-4214

<HP>ｈｔｔｐ://www.net-ibaraki.ne.jp/simotuma

<e-mail>siotuma@po.net-ibaraki.ne.jp

ロ ゴ マ ー ク

類型 Ⅰ-2 ｺｰﾄﾞ番号 082104 面積 61.05k ㎡

火葬場、消防救急、

ごみ処理、し尿処理

上水道、下水道、

宅造



<財政状況>

①決算収支 （千円・％）

年度 Ｈ11 決算 H12 決算 増減率

歳 入 13,489,032 12,871,262 -4.6

歳 出 13,043,508 12,439,459 -4.6

形式収支 445,524 431,803 ―

実質収支 366,031 364,527 ―

単年度収支 -23,306 -1,504 ―

実質単年度収支 354,353 69,769 ―

積立金現在高 2,046,784 1,867,397 -8.8

地方債現在高 11,088,946 12,062,586 8.8

②財源及び支出の状況（構成比） （％）

区分 Ｈ11 決算 H12 決算

一般財源 74.4 72.9

自主財源 44.1 40.9

義務的経費 33.9 32.8

投資的経費 22.5 26.5
③主な歳入・歳出 （百万円・％）

区分
H12

決算
増減率

H13

見込み
増減率

H14

当初予算
増減率

歳 入 12,871 -4.6 11,826 -8.9 10,534 -8.9

うち地方税 4,090 -6.4 4,064 -0.6 3,973 -1.5

うち地方交付税 3,518 -5.3 3,437 -2.3 3,010 -2.3

うち国県支出金 1,486 -20.0 729 -50.9 658 -6.1

うち地方債 1,628 40.9 599 -63.2 629 -1.0

歳 出 12,439 -4.6 11,504 -7.5 10,534 -8.9

人件費 2,082 -1.9 2,110 1.3 2,174 2.1

扶助費 971 -14.0 1,036 6.7 1,127 1.5

公債費 1,027 11.7 1,049 2.1 1,198 13.1

う

ち

義

務

的

経

費 計 4,081 -7.6 4,195 2.8 4,499 4.6

うち物件費 1,560 -5.0 1,948 24.9 1,710 -11.6

補

助
269 -34.1 233 -13.4 180 -24.8うち

普通建設

事業費 単

独
2,585 16.5 1,654 -36.0 690 -58.2

④主要指標（平成 12 年度）

区分 指数等

標準財政規模 8,172 百万円

歳出決算倍率 1.5 倍

経常収支比率 81.7 ％

財政力指数（3 ヶ年平均） 0.564

実質収支比率 4.5 ％

公債費比率 10.5 ％

公債費負担比率 10.5 ％

起債制限比率（3 ヶ年平均） 7.2 ％

地方債現在高倍率 1.5 倍

税の徴収率 90.1 ％

財調・減債 856 百万円
積立金現在高

特定目的 1,010 百万円

ラスパイレス指数(H13.4.1) 99.5

⑤市町村税の状況（平成12年度） （千円・％）

区分 調定額 収入額 徴収率
収入額

前年比

1,810,173 1,660,638市町村民税

（構成比） （39.9） （40.6）
91.7 -8.1

2,364,830 2,072,656固定資産税

（構成比） （52.1） （50.7）
87.6 -5.8

362,888 357,388その他の税

（構成比） （8.0） （8.7）
98.5 -1.1

合計 4,537,891 4,090,682 90.1 -6.4

＜公共施設整備状況＞（平成 12 年度）

小学校 7 校 老人福祉施設 1 ヶ所

中学校 2 校 病院・診療所 40 ヶ所

幼稚園 8 園 道路改良率 27.2％

保育所 4 ヶ所 道路舗装率 63.2％

図書館 0 ヶ所 ごみ焼却処理率 76.8％

公営住宅 162 戸 し尿衛生処理率 100.0％

1 人当たり公園面積 15.8 ㎡ 上水道等普及率 75.7％

公民館等 10 ヶ所 排水等処理率 27.6％

体育館 2 ヶ所

プール 9 ヶ所

施設充足率（公私

立幼稚園保育所）
100.7％

＜主要施策等＞

①主要施策実施状況 （百万円）

名称
期

間
内容

概算

事業費

下妻東部第一土

地区画整理事業

H8

～

Ｈ14

土地区画整理事業

2,310

リフレッシュビレ

ッジ事業

H8

～

総合交流ターミナル施設

体験農園、温泉施設、多目的宿泊施

設
3,300

鬼怒・小貝流域

関連公共下水道

事業

Ｈ4

～

下水道事業

27,100

福祉巡回バス運

行事業

H11

～

中型バス定期運行

14

②今後の主要課題・特色ある行政等

＜主要課題＞

・中心市街地活性化基本計画策定


